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SMTのIRIS「内面超音波探傷システム」 

  
 

 
 

 

今回は、最近本格進出した 

「土壌・地下水の汚染調査と浄化」 
についてご紹介します。 
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●IRIS｢内面超音波探傷システム｣の全体 

 

 
 
　　私達、人間生活にとってかけがえのない
土壌や地下水が、人の健康に対して有害な物
質によって汚染されているという実態が明ら
かになってきており、地球環境問題として最
近大きくクローズアップされております。 
　米国やドイツでは以前から土壌汚染が社会
問題となっており、対策を講じてきました。
日本においても汚染された土壌から有害物質
を除去し、広範囲におよぶ地下水汚染を防止
して、土壌・地下水の果たしている機能を回
復させる必要があります。 
 
 
 
　　土壌汚染についてＨ９年度に行った環境
庁の調査によれば、土壌から何らかの重金属
などの検出または環境基準を超えている事例
が467件あり、延べ1397物質が検出されてい
ます（表１）。 
　なお、土壌・地下水汚染の有無は、国の土
壌環境基準（25項目）および地下水質環境
基準（26項目）が設定されており、この基
準を超えているかどうかで判断します。 
 
 
 
　　基本的には、99年に改定された環境庁の
土壌・地下水汚染に係る調査・対策指針およ
び運用基準に基づいて調査を行います。 
　図1に汚染調査フローの一例を示します。
まず、「資料等調査」により汚染の可能性のあ
る物質の使用状況や履歴等をもとに調査地点
を決定します。「概況調査」では表層の土壌や
地中ガスを採取し、現地または分析室で分析し、
汚染が認められればその物質の二次元的な汚
染分布を調べ、汚染源を絞り込みます。 
　つづく「詳細調査」ではボーリング（写真）
により深度方向の土壌および地下水を採取、

分析し三次元的な汚染分布（汚染範囲）を調
べます。 
　以上の調査結果を基に浄化等の対策を実施
することになります。 

 
 
 
　　汚染物質の種類、汚染範囲、地質、周辺
状況等を勘案し、適切な浄化等の対策を行い
ます。環境庁の対策指針では、現在採用され
ている技術として、図２に示す恒久対策をあ
げています。 

土壌環境プロジェクトチーム  

老田 昭夫　TEL：06-6489-5762

なぜ、土壌・地下水汚染の 
調査・浄化が必要か？ Q

A

A

汚染の実態は？ Q

A

土壌・地下水汚染の 
調査方法は？ Q

A
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●減肉色別画像記録 

●有害物質の使用状況等の聞き取り調査 

●表層土壌のサンプリング、分析 
（汚染物質の二次元分布調査） 

○概況調査で汚染が認められた場合 
　　・ボーリングによる深度方向調査 
　　（汚染物質の三次元分布調査） 
○地下水汚染が予測される場合 
　　・地下水のサンプリング、分析 

対象地資料等調査 

詳　細　調　査 

対　策（浄化等） 

概　況　調　査 

●図１　汚染調査フロー（現況把握型調査） 

 

恒久対策 

原位置浄化 

掘削除去 

原位置抽出 

原位置分解 

処　理 

（地下水揚水等） （対象地内／外） 

処　理 

（対象地内／外） （土壌の掘削を伴う） 

（土壌の掘削を伴わない） 

●図２　汚染土壌・地下水の恒久対策 

●表1　業種別・汚染物質別の土壌汚染事例（汚染事例上位10業種・10物質） 
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汚染物質（環境基準項目） 

話 題  T O P I C S

L1 型金属間化合物 
で強化された 
先進耐熱鋼管 
の試作 

0

　弊社では科学技術振興事業団のモデル化資
金を導入して、金属材料技術研究所（金材技
研）が研究開発を進めている先進耐熱鋼のモ
デル試作に取り組んでいます。 
　金材技研が新たに発見したL1 型金属間化
合物α"相（写真）は粒内に均一微細分散析
出しているため、これを利用した先進耐熱鋼
は極限温度の向上に対して極めて有望である
と考えられています。 
　弊社では、この新しい強化コンセプトを利
用した先進耐熱鋼の実用化を加速するために、
金材技研の協力のもとで、弊社で蓄積した溶
解技術を駆使して中規模溶解（180kg）により
モデル鋼を試作し、試作した耐熱鋼の熱間加
工性の測定、熱処理条件の選定、物性値測定
などを行うとともに、実プラントで用いられて
いる管状部材の製作が可能であるかを確認す
る目的で、厚肉鋼管の試作に挑戦します。 

受託研究事業部　平石　信茂 
TEL：06-6489-5768

0

α"相の電顕写真（10万倍） 
［耐熱金属材料第123委員会研究報告Vol.39 No3］ 

●機械簡易ボーリング（SCSC方式） 

*環境基準項目以外の物質を含む 

 

 
 
　火力、原子力発電、石油精製、および化
学プラントに数多く使用されている熱交チ
ューブ検査は管内面から行われ、通常は渦
流探傷試験とビデオイメージスコープによ
る内面観察が適用されています。しかし、
損傷状況を正確に調べ余寿命を精度良く評
価するには、チューブの肉厚分布を正確に
測定することが必要です。 
　今回ご紹介する内面超音波探傷システム
IRIS(Internal Rotary Inspection Systems)
は、まさしくこのために開発されたもので、
チューブ内面に探触子を挿入してチューブ
の円周方向に超音波を入射させて、管肉厚
を連続測定する装置です。 
 
 
 
　超音波水浸法（パルス反射法）を採用し、
ミラー回転方式により超音波パルスをチュ
ーブの内壁に入射させます。 
　表面エコー（チューブ内壁からのSエコ
ー）と底面エコー（チューブ外壁からのB1
エコー）の時間を測定して、音速から肉厚
を求め、管断面の展開図（Bスコープ）を
リアルタイムに表示します。 
　ミラーは水圧によってチューブ内で高速
回転し、全周探傷します。 

 
 
 
１．磁性、非磁性管共に適用できます。 
２．チューブの内外両面の腐食状況と残肉
状況を面上の情報としてリアルタイム
に画像表示できます。 

３．チューブの周および長手向の減肉状況
を色別して表示します（Dスコープ）。 

４．1.5以上のピッティング（孔食）が検出
できます。 

５．測定位置をエンコーダで読み取り、画
面に表示します。 

６．フルデジタルシステムで円周上の肉厚
最小値を自動検知し、カーソルで位置
と数値を表示します。 

 
 
 
本IRISは超音波法のため測定精度に優れ、 
特にリモートフィールド法の検査との併用で 
熱交換器支持板直下の腐食検査に有効であり、 

プラントの安全性を確保する上で、 
劣化損傷の程度を正確に把握する上で、 

大いに役立つと思われます。 
 
● 

関西事業部　技術部　山崎 敬之 

TEL：06-6411-7663
FAX：06-6413-2401
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●仕様 

〈揮発性有機化合物に係る恒久対策〉 

〈重金属等に係る恒久対策〉 

恒久対策 

浄　　化 

封じ込め 

原位置浄化 

原位置封じ込め 

掘削除去 

掘削除去後封じ込め 

原位置抽出 

原位置分解 

処　理 

処　理 

（土壌・地下水） 

（土壌） 

（土壌の掘削を伴わない） 

（土壌の掘削を伴う） 

（対象地内／外） 

（対象地内／外） 

（対象地内／外） 

（注）処理とは、掘削除去し
た土壌や揚水・抽出された地
下水等から、さらに対象物質
を分離・分解することをいう。

（地下水揚水等） 
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